
環境森林部所管工事共通仕様書 新旧対照表 

新 旧 

第１１編 治山編 

 
 
第１章 山腹基礎工及び落石防止工 
第１節  【略】 

第２節 適用すべき諸基準 

１－３－１ 適用すべき諸基準 

受注者は、設計図書において特に定めのない事項については、下記の基準類によらなければならない。 

なお、基準類と設計図書に相違がある場合は、原則として設計図書に従うものとし、疑義がある場合は監督員に確認

を求めなければならない。 

日本治山治水協会 治山技術基準解説 総則・山地治山編    （令和６年２月） 

１－３－２ 【略】 

 第３節～第９節 【略】 

第２章 山腹緑化工 

第１節 【略】 

第２節 適用すべき諸基準 

受注者は、設計図書において特に定めのない事項については、以下の基準類によらなければならない。 

なお、基準類と設計図書に相違がある場合は、原則として設計図書に従うものとし、疑義がある場合は監督員に確認

を求めなければならない。 

日本治山治水協会 治山技術基準解説 総則・山地治山編（令和６年２月） 

第３節～第 11 節 【略】 

 

第３章  渓間工 
第１節～第３節  【略】 

 
第４節 治山ダム工（コンクリート） 
３－４－１～３－４－３  （略） 
３－４－４ 木製残存型枠工（パネル式） 
  １～５（略） 

   ６ 高耐久木製残存型枠 

      高耐久性木製残存型枠の材料については以下による。 

(1)   注入前処理として、インサイジング処理及び深浸潤特殊・圧縮処理加工を行うものとする。 

(2)   加圧注入処理方法は、JIS A 9002 による。 

(3)   保存処理薬剤は、JIS K 1570 の規定によるものとし、保存処理品質規格は、JAS に規定する性能区分 K4 相当と 

第１１編 治山編 

 
 
第１章 山腹基礎工及び落石防止工 
第１節 【略】 

第２節 適用すべき諸基準 

１－３－１ 適用すべき諸基準 

受注者は、設計図書において特に定めのない事項については、下記の基準類によらなければならない。 

なお、基準類と設計図書に相違がある場合は、原則として設計図書に従うものとし、疑義がある場合は監督員に確

認を求めなければならない。 

日本治山治水協会 治山技術基準解説 総則・山地治山編    （平成２１年１０月） 

１－３－２ 【略】 

 第３節～第９節 【略】 

第２章 山腹緑化工 

第１節 【略】 

第２節 適用すべき諸基準 

受注者は、設計図書において特に定めのない事項については、以下の基準類によらなければならない。 

なお、基準類と設計図書に相違がある場合は、原則として設計図書に従うものとし、疑義がある場合は監督員に確

認を求めなければならない。 

日本治山治水協会 治山技術基準解説 総則・山地治山編（平成２１年１０月） 

第３節～第 11 節 【略】 

 
 
第３章  渓間工 

第１節～第３節  （略） 
 

第４節 治山ダム工（コンクリート） 
３－４－１～３－４－３  （略） 
３－４－４ 木製残存型枠工（パネル式） 

   １～５（略） 

(新設) 

 
 
 

 
 
 
 
 



 する。 

(4)   受注者は、防腐・防蟻処理証明書及び 10 年間の防腐・防蟻品質保証証明書を保管し、工事完成時に提出するも 

 のとする。 

(5)   受注者は、その他材料について疑義がある場合は監督員と協議しなければならない。 

第４章 地すべり防止工 

第１節 【略】 

第２節 適用すべき諸基準 

受注者は、設計図書において特に定めのない事項については、以下の基準類によらなければならない。 

なお、基準類と設計図書に相違がある場合は、原則として設計図書の規定に従うものとし、疑義がある場合は監督員

に確認を求めなければならない。 

地盤工学会 グランドアンカー設計・施工基準・同解説 

ＰＣフレーム協会  ＰＣフレームアンカー工法 設計・施工の手引き 

地すべり対策技術協会 地すべり鋼管杭設計要領 

地すべり対策技術協会  地すべり対策技術設計実施要領（第三分冊） 

くい挿入工、アンカー工事 

地すべり対策技術協会 地すべり対策技術設計実施要領（第四分冊） 

集水井工事、排水ボーリング工事 

日本治山治水協会 治山技術基準解説 地すべり防止編・保安林整備編 

第３節～第 15 節 【略】 

第５章・第６章 【略】 

第１２編 林道編 

第１章～第５章 【略】 

第６章 鉄筋コンクリート橋 

第１節 【略】 

第２節 適用すべき諸基準 

受注者は、設計図書において特に定めのない事項については、下記の基準類によらなければならない。なお、基準類

と設計図書に相違がある場合には、原則として設計図書の規定に従うものとし、疑義がある場合は監督員に確認を求め

なければならない。 

日本道路協会 道路橋示方書・同解説（Ⅰ共通編）             （平成 29 年 11 月） 

日本道路協会 道路橋示方書・同解説 

 
 
 
 
 
 
 
 

第４章 地すべり防止工 

第１節 【略】 

第２節 適用すべき諸基準 

受注者は、設計図書において特に定めのない事項については、以下の基準類によらなければならない。 

なお、基準類と設計図書に相違がある場合は、原則として設計図書の規定に従うものとし、疑義がある場合は監督

員に確認を求めなければならない。 

地盤工学会 グランドアンカー設計・施工基準・同解説 

ＰＣフレーム協会  ＰＣフレームアンカー工法 設計・施工の手引き 

地すべり対策技術協会 地すべり鋼管杭設計要領 

地すべり対策技術協会  地すべり対策技術設計実施要領（第三分冊） 

くい挿入工、アンカー工事 

地すべり対策技術協会 地すべり対策技術設計実施要領（第四分冊） 

集水井工事、排水ボーリング工事 

日本治山治水協会 治山技術基準解説 地すべり防止編 

第３節～第 15 節 【略】 

第５章・第６章 【略】 

第１２編 林道編 

第１章～第５章 【略】 

第６章 鉄筋コンクリート橋 

第１節 【略】 

第２節 適用すべき諸基準 

受注者は、設計図書において特に定めのない事項については、下記の基準類によらなければならない。なお、基準

類と設計図書に相違がある場合には、原則として設計図書の規定に従うものとし、疑義がある場合は監督員に確認を

求めなければならない。 

日本道路協会 道路橋示方書・同解説（Ⅰ共通編）             （平成 29 年 11 月） 

日本道路協会 道路橋示方書・同解説 



   （Ⅲコンクリート橋・コンクリート部材編）             （平成 29 年 11 月） 

日本道路協会 コンクリート道路橋施工便覧                   （令和２年９月） 

土木学会 コンクリート標準示方書（施工編）                 （令和５年９月） 

土木学会      〃     （設計編）                 （令和５年３月） 

土木学会 コンクリートのポンプ施工指針                     （平成 24 年６月）  

第３節・第４節 【略】 

第７章・第８章 【略】 

第１３編 自然公園編 【略】 

 
 
共通仕様書関係様式等 
 
様式-８ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   （Ⅲコンクリート橋・コンクリート部材編）             （平成 29 年 11 月） 

日本道路協会 コンクリート道路橋施工便覧                   （平成 10 年１月） 

土木学会 コンクリート標準示方書（施工編）                 （平成 30 年３月） 

土木学会      〃     （設計編）                 （平成 30 年３月） 

土木学会 コンクリートのポンプ施工指針                     （平成 24 年６月）  

第３節・第４節 【略】 

第７章・第８章 【略】 

第１３編 自然公園編 【略】 

 
 
共通仕様書関係様式等 
 
様式-８ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


